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2026 年 3 月 13 日 

東急不動産ホールディングス株式会社 

東急不動産株式会社 

～DX ビジョン「Digital Fusion」累計 1000 億円投資の一環～ 

AI 情報分析システムを開発 

日経 API ソリューションズ×NotebookLM で 

情報収集時間を削減 

東急不動産ホールディングス株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：西川 弘典、以下「東急不

動産ホールディングス」）と東急不動産株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：星野 浩明、以下「東

急不動産」）はこのたび、従業員向け AI 情報分析システムを開発し、情報収集の効率化を実現いたしましたの

でお知らせいたします。日本経済新聞社が提供する「日経 API ソリューションズ」を通じて、当社事業に関連

する重要記事を毎日自動取得し、内容を分析・事業との関連性について示唆を出した上で音声データを生成し、

当社従業員に向け毎朝定時配信する社内サービスです。 

当社の DX ビジョン「Digital Fusion デジタルの力であらゆる境界を取り除く」で目指す 2025～2030 年

度累計で 1000 億円以上の DX・新規事業投資に取り組み、先進的な DX を実現する当社事業の一環です。 

■ 開発の背景：複雑化する社会における情報収集の迅速化

不動産業界を取り巻く環境は、金利動向、法規制改正、市場トレンド、海外情勢など多岐にわたる要因が複

雑に絡み合い、日々刻々と変化しています。当社の従業員は毎朝 30～60 分かけて複数紙の経済記事を読み、

必要な情報を収集しており、その分、移動中や会議前の隙間時間などを情報収集以外に有効に活用できていな

いといった課題を抱えていました。それらの課題を解決するため、日本経済新聞社と組み、AI を活用して効

率的に情報収集ができるシステムを開発いたしました。 

【システムの特長】 

1. 日経 API ソリューションズによる高品質な情報ソース

 不動産、金融、政策、市場動向など関連分野の記事を毎日約 10 記事自動抽出

 日本経済新聞社の信頼性の高いビジネス情報を活用

 記事選定アルゴリズムにより、経営判断に必要な情報を優先的に収集
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2. AI による音声要約

 音声要約の生成指示を事前に与えることで、当社の事業に基づいた音声解説を行える

 複数記事の要点を統合し、10 分程度の簡潔な音声コンテンツとして配信

 AI による自然な会話形式で、記事の背景や影響を分かりやすく解説

※生成 AI による記事データの利用は日本経済新聞社の許諾を得ています。

■ 東急不動産ホールディングスが進める DX 推進について

当社グループは、「Digital Fusion デジタルの力であらゆる境界を取り除く」という DX ビジョンを定め、

2025～2030 年度累計で 1000 億円以上の DX・新規事業投資をすることにより、先進的な DX を実現すること

を掲げております。 

DX ビジョンに基づき、働きがいを実感する従業員による質の高いサービスが、お客さまの感動体験を生み、

さらに従業員のモチベーションを向上させるような EX と CX の好循環につなげていきます。積極的な AI 活

用を起点としたこのサイクルを、グループ連携やパートナー共創、DX 推進を支える基盤の強化によって加速

させ、ビジネスモデル変革とその先の新たな収益源の獲得を実現することが DX による価値創造を考えており

ます。 

■ DX による価値創造の全体像

 今後も東急不動産ホールディングスグループは、AI を活用した業務改革と知的財産戦略を通じて、社内業

務効率化とお客様への付加価値向上を実現し、DX の更なる推進と新たな価値創造へ挑戦してまいります。 


